


概要（現場位置）
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府道 泉佐野岩出線 至 大阪至 和歌山

田尻スカイブリッジ

田尻マリーナ

田

尻

川

Ｐ ６ 橋脚
P ５ 橋脚Ｐ ７ 橋脚

釣り堀

田尻漁港

概要（施工エリア）





概要（施工概要図）



府道泉佐野岩出線
交通量（通行止め不可）
３２，４００台/日
⑦広域緊急交通路の耐震化

②船舶の航行や釣堀

海抜95.4ｍに達する足場設置における
①既設構造物の干渉
⑤台風時期の到来への備え

③高波による仮締切が損傷
④捨石が想定範囲外に存在
し、矢板圧入が不可能

地域のシンボルとなる橋梁
⑥地域への貢献



課題 解決策

①足場と斜材及び検査路との干渉回避
主塔補強後のイメージング

点群データ測量による3次元立体モデル作成
立体的に可視化

②移動式吊り足場設置による
主桁への損傷回避

吊り間隔の拡大によるあと施工アンカーの回避
広幅員橋梁にも適用範囲を拡大

③高波による仮締切の損傷対策
引き波による外側への引張力を考慮した構造に（施工中に）補強

④海底の地中障害物に対する
鋼矢板打設方法

硬質地盤クリア工法の採用
厳しい施工条件（空頭、環境）を克服

⑤主塔足場設置期間中の荒天対策
通行止めを視野に入れた緊急時事前行動計画の策定と共有

⑥地域への貢献
地元見学会、主塔ライトアップ試行支援

⑦広域緊急交通路の耐震化
約400橋の耐震化対象橋梁の最後の橋梁

新しい技術【先駆性】

使える技術【汎用性】

成し遂げた技術【努力度】

成し遂げた技術
【困難の克服度】

成し遂げた技術【困難の克服度（備え）】

喜ばれる技術【地域への貢献度】

成し遂げた技術【使命感の程度】



海抜９５．４ｍに達する足場を設置するにあたり、

足場 と 斜材（マルチケーブル）及び

検査路（垂直タラップ、ステージ）

の干渉を回避することが必要。

新しい技術（先駆性）

点群データの活用



点群データと重ね合わせ
斜材との干渉を予見した３次元立体モデル

斜材

点群データ→3D図面
事前に点群データを取り、
主塔や斜材の位置を把握

大引き材

点群データ測量 →３次元立体モデル作成

→足場計画へ反映

→主塔補強後のイメージング



約２ケ月での足場設置完了

※ また、完成後のイメージの共有にも活用

点群データを活用し、耐震補強前と補強後のイメージを
共有でき、相互理解を深めることにも寄与

補強前 補強後



桁下には、船舶の航行あり。

既存の吊間隔(20.5ｍ)の移動足場では、

既設桁に１ｍピッチで吊り金具として、

あと施工アンカーの設置が必要。

使える技術（汎用性）
吊り間隔の拡大による
あと施工アンカーの回避

（最大２９ｍまで対応可能）

移動式吊足場の移動範囲８６ｍ

ヨットの航行

（1mピッチのあと施工アンカー必要）



実物大載荷試験状況

• 構造物を傷つけないブラケット式（あと施工アンカーの回避）

• 吊り間隔を拡大（当初２０．５ｍ→改善後２６．４ｍ）

• 実物大載荷試験により安全性を確認し、吊り間隔２９ｍまで対応可能

吊り間隔２６．４ｍ（改善後）

吊り間隔２０．５ｍ（当初）

追加トラスにより吊り間隔２９ｍまで可能

構造物を傷つけないブラケット式



成し遂げた技術（努力度）

鋼矢板により仮締切の施工を進め
る中、高波により矢板が破損

荒天により想定外の高波となり、
仮締切内部が水没し、引き波によ
る外側への引張力により損傷



（努力度）波力の考慮

閉合前：鋼矢板の損傷拡大への防止対策

閉合後：想定外の引き波による外側への引張力による損傷への防止対策
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腹起繋ぎ(加工材)

H-400X400X13X21

切梁繋ぎ

H-200X200X8X12
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閉合後：引き波による外側への引張力を
考慮した構造に補強閉合前：打設完了した鋼矢板の最上部を順次橋脚に固定



成し遂げた技術

（困難の克服度）

鋼矢板により仮締切をするため、サイレ
ントパイラー工法での圧入を進める中、捨
石が想定範囲外に存在し、矢板の圧入が不
可能

捨石に阻まれ、
矢板の圧入が不可能



（困難の克服度）捨石の破砕・切削

施工条件：水深6.6ｍ、桁下14.8ｍ空頭制限

環境条件：鋼矢板打設時の騒音・振動、

水質汚濁等による影響抑制
鋼矢板圧入状況（硬質地盤クリア工法）

硬質地盤クリア工法

全ての制約条件をクリアできる工法

・硬質岩盤対応

・低騒音

・低振動

・機械がコンパクト（低空頭）





足場は、海抜+95.4mに達している、主要
地方道泉佐野岩出線の道路直上での施工と
なることから、非常に強い台風などの荒天
に備える必要がある。

現場は、平成30年台風21号で暴風域に
入った地域であり、想定外の事象による足
場の崩壊の可能性も。

海抜+95.4m

海抜+75.5m

海抜+67.0m

海抜+49.0m

海抜+25.8m
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成し遂げる技術

（困難の克服度【備え】）

台風21号時 最大瞬間風速５８㎧ を観測



平成30年度
台風21号
関空島風速
（10分毎）

強
風
域

暴
風
域

強
風
域

9/3 15:43 強風注意報
9/4 04:56 暴風警報、高潮注意報

06:30 高潮警報

9/4 17:58
強風注意報

9/5 04:06 強風注意報解除

暴
風
警
報
発
令
中

高
潮
警
報
発
令
中

高
潮
警
報
発
令
中

9/4 16:32
高潮注意報

19

５８．１㎧



台風よる通行止め実施判断

・風速44m/s以上の台風の暴風域が田尻町へ接近の可能性

があるとき

・現地の風速の実測値が２０ｍ／ｓに達したとき

・ただし、台風の進路や実際の潮位や風雨の状況も把握し、職員等の安全確保の

観点から現場出動及び作業を行わせるか否かも十分検討することが必要

・現地の風速の実測値が１５ｍ／ｓを下回り、

パトロールによる安全確認後に交通開放

台風よる通行止め解除判断

5



時間 気象状況 岸和田土木 所轄警察 交通道路室

■風速44m/s以上の台風の暴風域が田尻町へ接近の可能性がある場合

■台風接近が予想される時
■暴風警報の発表が予想される時

①規制の検討開始
□ 台風進路予想、予測風速を確認
□ 関係機関協議 （所轄警察）
□ 道路室へ状況報告

□ 関係機関協議 □ 情報共有

②規制の準備実施判断
□ 関係機関協議結果を踏まえ、所長が実施判断

■暴風警報が発表された時 ③規制の準備
□ 規制の実施について、沿岸市町及び関係機関へ予告連絡

（通行止め区間、通行止めの開始時間の見込み）
□ 規制の実施について、工事業者等へ指示
□ 規制の準備（人員の配置、車両、資機材の確保等）
□ 道路室へ状況報告

□ 出勤要請 □ 関係者へ連絡
（JARTIC、
近畿地方整備局、
府災害対策本部）

□情報共有

■風速が15ｍ/s（強風域）に達し
た時

③規制の開始タイミングを決定
□ 規制の実施について、沿岸市町及び関係機関へ予告連絡

（通行止め区間、通行止めの開始時間）
□ 工事業者等、規制班が規制箇所へ出動
□ 道路室へ状況報告

□ 規制箇所へ
出動

□ 関係者へ連絡
（JARTIC、
近畿地方整備局、
府災害対策本部）

□情報共有

■暴風域に入ることが確実であり、
風速が20m/sに達した時

④規制開始
□ 暴風雨の状況及び人員配置体制により規制パターンを決定
□ 規制作業開始
□ 規制の開始について、沿岸市町及び関係機関へ連絡

（通行止め区間、通行止めの開始時間）
□ 台風最接近時は、規制作業班の避難行動開始
□ 道路情報板を【泉佐野岩出線田尻スカイブリッジ通行止】と表示
□ 道路室へ状況報告

□ 関係者へ連絡
（JARTIC、
近畿地方整備局、
府災害対策本部）

□情報共有

■暴風域 ⑤台風最接近時の退避
□ 安全退避候補地へ退避

■風速が15m/sを下回った時 ⑥規制解除のタイミング決定
□ 規制の解除について、沿岸市町及び関係機関へ連絡

（通行止め区間、通行止めの開始時間）

■風速低下 ⑦規制解除
□ パトロールによる安全確認後に交通開放

■台風に対する事前行動計画 ※台風の進路や実際の潮位により時間は流動する。

8.0ｈ前

7.0ｈ前

6.0ｈ前

3.0ｈ前

2.0ｈ前

0.0ｈ

1.0ｈ後

2.0ｈ後
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交通規制

【交通規制①】
臨海南４号交差点

【交通規制②】
岡田北交差点

【南海アンダーパス】
（町道吉見南線）
通行止め実施前に浸水し
ていないか確認が必要

樫井川交差点

田尻スカイブリッジ



基礎自治体職員の見学会

大規模足場内も見学

足場かっこ
よいなぁ

工事すごい！
感動した！

素晴らし
い景色！

ラスボス
要塞感

外国かと
思った！

Instagram等にも多数投稿いただきました

天空の不夜城

ライトアップの試行支援見学会の開催



https://twitter.com/osakaprefpr/status/1331886640529170432

https://twitter.com/osakaprefpr/status/1331886640529170432


ご清聴ありがとうございました


